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令和８年第２回定例会は、会期２２日間で開催されました。
報告 １件、承認 ２件、人事案件 ２件、単行議案 ８件、補正予算関係 ２件(3億160万9千
円追加)に加え、最終日に上程された単行議案 １件、補正予算 １件(230万円追加) 、議員
提出議案  1件の合計 １８議案を、原案通り承認・同意・可決しました。

私は一般質問に登壇し、住民目線で皆さんからの「声」を届け、実現に向けた提案およ
び発言をしました。

歳 入

歳 出

【国費 1億230万円・基金繰入 1憶4656万1千円、町債 5500万円】

【総務費： 1億4829万5千円】
・職員駐車場の用地購入（1249㎡）
・書かない窓口、キャッシュレス窓口

構築業務(庁舎1階レイアウト変更) など
【民生費： 1004.7万円】
・坂崎多世代交流施設基本設計委託料 など
【労働費： 7149.2万円】
・公共駐車場デジタルシステム導入業務 など
【教育費： 230万円】 ※財政調整基金から繰入
・２中学校の修学旅行キャンセル料を負担する

一般会計補正予算（主なもの）

議会改革を推進に係る調査研究を行います。
●設置の期間：６月２４日から調査研究終了まで
●委員会の構成：議長を除く議員15人

（右のQRコードを読み取り）
※働く者の視点で精一杯取り組んでまいります。

幸田町議会公式
YouTubeチャンネル→

幸田町HP議会構成→

①福祉産業建設委員会（委員長）
②議会運営委員会
③議会広報特別委員会
④蒲郡市幸田町衛生組合議員
⑤議会改革推進特別委員会

【地方債補正】
・スマート窓口推進事業：3400万円
・公共駐車場デジタル

システム導入事業：1700万円
・公共施設予約システム

導入事業： 400万円



Before After

防災機能充実の「やまびこ館」

地域の困りごと、町政に対する ご意見・ご要望などございましたら

お気軽に「たきょう毅くらしの相談」をご活用ください♪

https://takyo-giin-dnwu.com/

※【お願い】町政レポート配布にあたり、氏名および住所の相違や変更がありましたら ご連絡ください。（連絡先：表面/上部記載）

たきょう毅  

通勤車両の利用が中心であることから、
大規模な改修が難しい町道。陥没部分の処
置を町土木課と協議し、まずは梅雨時期の
悪化を防ぐため、緊急補修を実施。

恒久対策である路面ひび割れの全体修繕
に向けた予算確保の働きかけを続けた結果、
現在は修繕計画の検討が進められています。

一般質問 「行動する防災、守れる状態へ転換」

自助を基本に段階的整備を推進する方針が示された

くらしの相談事例 「緊急補修後、恒久対策の検討始まる」

私の想い 災害は防ぐことはできないが、被害は確実に
減らすことができる。大切なのは「実際に動く
かどうか」。本町は、地域のつながり、企業、
若い世代など大きな力を持つ町。だからこそ、
「計画から実行へ」転換する防災が必要。

現状 新旧住宅が混在し耐震格差が存在、防災意識
は高いが備えや行動に乖離があり、在宅避難者
は把握しにくいなど運用面の課題がある。

一般質問 主なポイント

① 住宅耐震化と地域差耐震化の現状と地域差、② 意識と行動のギャップ意識
と行動の乖離解消、③ 在宅避難者の把握と支援在宅避難者の把握と支援、④ 
避難所の役割と環境整備避難所の役割と環境整備、⑤ 情報インフラ整備情報
取得環境の整備方針、⑥ 電源確保拠点の電源確保の方向性、⑦ 初動体制の明
確化初動体制の役割整理、⑧ 担い手育成若い世代の担い手育成、⑨ 要配慮者
支援要配慮者支援の実効性。

回答 建設部長▼① 地域ごとに旧耐震住宅の割合に差があり、把握図を活用し訪問に
よる耐震診断の周知と促進を継続。

危機管理監▼② 防災講話や訓練を通じ、家具固定や備蓄の重要性を繰り返し周
知し行動変容を促進、③ 避難者登録制度の周知を進め、基幹的避難所を拠点
に地域と連携した支援体制を構築、④ 「基幹」は職員派遣、「地区」は地域
主体で運営し、施設改修時に段階的な環境整備を検討、⑤防災無線やLINE
等で情報発信し、機器更新時に通信環境の強化について検討、⑥ 停電時の課
題を認識し、施設改修に合わせ再エネや蓄電池導入を検討、⑦ 行政・消防・
地域の役割を整理し、自助を基本に連携した初動対応体制を構築、⑧ 中学生
の避難所運営訓練を拡大し、防災学習を通じて地域防災の担い手を育成。

健康福祉部長▼⑨ 名簿を基に地域と連携し、個別避難計画の作成と
訓練を通じた実効性向上を推進。

※一般質問動画→

× 複数の陥没
箇所(代表箇所)

○ まずは簡易補修し
安全性確保！
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